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都市として発展する側面、多民族も大切にしてい
ることが感じられ、中国の中でも特殊な地域なの
ではないかと感じられた。
9月1日。昨日とは一転して貴州省の自然や文
化を触れ合う時間が多かった。まず、黄果樹の滝
という中国で最も有名な滝を訪れ、滝の飛沫を浴
び貴州省の自然の壮大さを感じた。夕食では前日
交流した貴州民族大学の日本語学科の専攻の生徒
と一緒に食事をした。生徒との会話では中国の一
般家庭での食事など中国での暮らし方を聴くこと
ができ、日中間での生活の相違点があることに驚
かされた。
9月2日。長らく滞在した貴州を去り、飛行機
で上海に向かった。上海に着くと豫園に行った。
そこは古風な建物が立ち並び、昔の中国の庭園を
再現したかのような場所であった。夜は日本でも
有名な上海雑技の鑑賞を行った。体の柔軟さなど
の個々の能力の高さが伺える芸や、協調性が必要
な完成度の高い芸、マジックなどの多様なパ
フォーマンスを観ることができた。
9月3日。最終日は、田子坊と外難に行った。
昔の中国の商店街をそのまま再現したかのような
田子坊は、多くの人で賑わっていた。一方、煌び
やかな夜景で有名な外難では、近代的なオフィス
ビルが立ち並んでいた。上海を去り、成田空港へ
の帰路に就いた。解散の際は、1週間前に初めて
出会い不安で胸が一杯だった時とは裏腹に、惜別
の時に目頭が熱くなっていた。
今回の訪中団を通して何度も言われてきた「若
い世代である私たちがこれからの日中関係を築い
ていく必要がある」ということを実感した。日中
の両国でそのような想いがあるにも関わらず、日
中間の溝があるということはとても悲しいことで
ある。我々は今回の訪中団で相互理解、相互協力
の大切さを学んだ。日本にいて我々が耳にする中
国のニュースは良いニュースばかりでは無い。中
国に行く前はそのような印象が余り良くない情報
を見たときに、自分で調べずにその情報だけを鵜
呑みにして中国という国のことを判断してしまっ
ていた。しかし、今回の訪中で実際に中国に行っ
て中国の方と交流をすることで、自分は今までと
ても狭い見方をする世界で生きていたという事に
気づかされた。新しい見方に気づいた今、私達が
多くの人に実際に自分の目で見た本当の中国につ
いて伝えていく必要があると感じた。日中は互い
を見習い、学び、競うことでより良い関係が築け
ると思う。最後になりましたが、日中文化交流協
会のご支援により、昨年に引き続き今年も4人の
学生が訪中することができました。心より感謝い
たします。
9月2日　‌中国最後の夜、一週間の旅を共にした皆と‌
集合写真
9月1日　‌貴州民族大学日本語学科の学生との夕食での‌
集合写真
